
日本企業の挑戦

再生可能エネ活用支える
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
で
４
Ｋ
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
を
出
品
し
注
目
さ
れ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
蓄
電
池
で
最
適
化

太陽誘電の金属磁性材料
を使用した電源用コイル

機
器
と
連
携
、
強
み
生
か
す

ソニーはスマートフォン向けに生産
能力の増強を続ける（熊本工場）

　
電
力
を
賢
く
使
う
ス
マ
ー
ト
技
術
の
開
発
目
標
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
３
―
４
年
前
は
話
題
先
行

だ
っ
た
が
、
最
近
で
は
不
安
定
な
電
力
需
給
の
調
整
役
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
実
用
化
で
求
め
ら
れ
る
の
が
蓄
電
池
と
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
技
術
だ
。
電
機
メ
ー
カ
ー
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
環
境
地

域

実
現
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
事
業
化
を
見
据
え
た
開
発
を
進
め
る
。

４
Ｋ
テ
レ
ビ

ス
マ
ー
ト
社
　
　
会

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー

電
子
部
品
ス
マ
ホ
用
超
小
型
競
う

高解像度を実現再生の足がかり

富
士
通
が
制
御
技
術
の
開
発
に
用
い
た
蓄
電
池

日本勢の得意分野
　日本勢が得意にする小型分野
は、長年培った生産技術が生か
されている。ＴＤＫはハードデ
ィスク駆動装置（ＨＤＤ）用磁
気ヘッドの薄膜技術を横展開す
ることで、高精度のコイルパタ
ーンを形成し小型化を実現し
た。スミダは一度に複数のコイ
ルを一括成形できるよう製造工
程を見直し、コスト競争力の強
化に着手。八幡滋行最高経営責
任者（ＣＥＯ）は「高い利益率
に意義がある」といい、着実に
存在感を高めていく構えだ。

北九州で実証試験
　スマートコミュニティーを実現する
ため個別建物でも蓄電池の制御が試み
られている。富士電機は北九州市で
「スマート店舗」を実証中だ。次世代
エネルギー社会を確立する経済産業省
の支援事業の一つで、エネルギー需給
を監視しながら蓄電池の充電、放電を
管理するビルエネルギー管理システム
（ＢＥＭＳ）を導入。ピークシフトや
時間帯ごとの電気料金の変動に応じた
運転をし、省エネルギー化する。デン
ソーや豊田通商、ファミリーマートな
ども参画している。

北九州市では蓄電池と電気自動車向け
充電器を設置し、スマートコミュニテ
ィーの実証を進める（同市提供）

　
明
電
舎
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
出
力
変
動
を
蓄
電

池
で
調
整
す
る
実
証
実
験
を

北
海
道
で
計
画
す
る
。
北
海

道
西
側
に
点
在
す
る
太
陽
光

や
風
力
の
既
設
発
電
所
を
活

用
。
蓄
電
池
は
１
カ
所
に
置

き
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

も
使
う
。
実
証
に
向
け
た
調

査
を
環
境
省
か
ら
委
託
さ

れ
、
２
０
１
３
年
度
の
実
証

開
始
を
予
定
。
日
本
気
象
協

会
や
北
海
道
大
学
な
ど
も
参

加
す
る
。

　
太
陽
光
や
風
力
は
天
候
で

発
電
量
が
変
わ
る
た
め
、
電

力
の
需
要
量
に
応
じ
た
発
電

が
難
し
い
。
電
力
需
要
の
少

な
い
時
間
に
発
電
量
が
増
え

れ
ば
、
使
い
切
れ
な
か
っ
た

余
剰
電
力
が
系
統
に
流
れ
る

逆
潮
流
が
大
規
模
に
発
生
し

電
力
供
給
が
不
安
定
に
な

る
。
課
題
解
決
の
カ
ギ
を
握

る
の
が
蓄
電
池
だ
。
余
剰
電

力
を
た
め
、
発
電
量
が
低
下

し
た
時
に
放
電
し
て
系
統
に

供
給
す
る
調
整
機
能
が
期
待

さ
れ
る
。

　
し
か
し
発
電
所
ご
と
に
蓄

電
池
を
置
く
と
コ
ス
ト
が
跳

ね
上
が
り
、
普
及
の
妨
げ
に

な
る
。
明
電
舎
が
開
発
を
狙

う
の
は
、
１
カ
所
の
蓄
電
池

で
複
数
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
変
動
を
調
整
す
る
方

法
だ
。
実
用
化
で
き
れ
ば
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

導
入
さ
れ
た
広
域
の
系
統
に

適
応
で
き
そ
う
だ
。

　
蓄
電
池
を
う
ま
く
使
い
こ

な
す
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
制
御

が
欠
か
せ
な
い
。
富
士
通
は

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

分
散

型
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
網

に
応
用
で
き
る
蓄
電
池
の
制

御
技
術
の
開
発
を
進
め
る
。

　
天
気
予
想
か
ら
需
給
推
移

を
１
万
通
り
以
上
計
算
し
、

充
電
と
放
電
の
運
転
計
画
を

決
め
る
。
運
転
開
始
後
も
１

時
間
ご
と
に
計
算
を
繰
り
返

し
、
最
適
な
運
転
に
近
づ
け

る
。

年
５
―
９
月
、
川
崎

工
場

川
崎
市
中
原
区

で

実
証
し
ピ
ー
ク
電
力
を
平
均

％
抑
え
る
効
果
を
確
認
し

た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機

能
携
帯
電
話

向
け
の
超
小

型
部
品
の
開
発
を
加
速
し
て

い
る
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
。

材
料
開
発
や
生
産
技
術
と
い

っ
た
海
外
勢
に
な
い
総
合
力

を
武
器
に
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
や
太
陽

誘
電
な
ど
が
世
界
最
小
サ
イ

ズ
の
開
発
を
競
う
。
業
界
は

米
ア
ッ
プ
ル
と
韓
国
サ
ム
ス

ン
電
子
の
２
強
体
制
が
鮮
明

だ
が
、
そ
れ
ら
の
最
先
端
機

器
の
進
化
は
引
き
続
き
日
本

の
部
品
が
支
え
る
。

　
太
陽
誘
電
は
電
源
回
路
に

使
用
さ
れ
る
コ
イ
ル
の
大
き

さ
が
厚
さ
０
・

と
世

界
最
薄
の
製
品
を
２
０
１
３

年
中
に
開
発
す
る
。
コ
ア

磁
心

に
金
属
磁
性
材
料

を
使
用
す
る
た
め
「
金
属

系
」
と
呼
ば
れ
、
フ
ェ
ラ
イ

ト
を
用
い
た
従
来
品
よ
り
大

き
な
電
流
が
流
せ
小
型
化
で

き
る
。
綿
貫
英
治
社
長
は

「

金
属
系
は

新
た
な
柱

と
呼
べ
る
製
品
に
育
っ
て
き

た
。
顧
客
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
る
」
と
自
信
を
み
せ

る
。

　
金
属
系
は

年
９
月
に
Ｔ

Ｄ
Ｋ
が
独
自
の
素
材
技
術
を

応
用
し
て
厚
さ
１
・
０

の
超
小
型
品
を
開
発
。
ま
た

ス
ミ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
顧
客
要
望
に
合
わ
せ
て
電

極
形
状
を
変
更
で
き
る
製
品

を
投
入
し
た
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
２
０
１
２
年
初
の
数
社
か

ら
大
き
く
増
え
、
次
世
代
品

の
開
発
競
争
は
熱
を
帯
び

る
。

　
テ
レ
ビ
の
販
売
台
数
の
落

ち
込
み
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
日
本
勢
。
収
益
性
の
改

善
を
進
め
る
一
方
、
再
生
の

足
が
か
り
と
位
置
づ
け
る
の

が
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
４

倍
の
解
像
度
を
持
つ
「
４

Ｋ
」
対
応
テ
レ
ビ
だ
。

　
８
日
に
米
国
で
開
幕
し
た

世
界
最
大
の
家
電
見
本
市

「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｓ

」
。
会
場
は
４

Ｋ
の
展
示
で
あ
ふ
れ
た
が
、

中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た

の
が
ソ
ニ
ー
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
自
発
光
す

る
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ

ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

を
使

っ
た
テ
レ
ビ
で
４
Ｋ
の
高
精

細
を
実
現
し
た
試
作
機
を
公

開
。
有
機
Ｅ
Ｌ
で
の
４
Ｋ
対

応
は
世
界
初
と
い
う
。

　
ソ
ニ
ー
の
平
井
一
夫
社
長

は
「

４
Ｋ
の
未
来
を

切

り
開
く
の
は
ソ
ニ
ー
だ
」
と

力
強
く
宣
言
。
技
術
力
の
高

さ
を
世
界
に
発
信
し
た
。
有

機
Ｅ
Ｌ
で
は
な
い
も
の
の
東

芝
や
シ
ャ
ー
プ
も
液
晶
で
の

４
Ｋ
対
応
テ
レ
ビ
を
公
開
し

た
。

　
た
だ
、
す
で
に
競
合
の
韓

国
勢
は
先
を
行
く
。
４
Ｋ
対

応
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
メ
ー

カ
ー
が
発
売
の
時
期
を
見
通

せ
な
い
有
機
Ｅ
Ｌ
の
実
用
化

を
見
据
え
る
。
韓
国
Ｌ
Ｇ
電

子
は
１
年
前
に
Ｃ
Ｅ
Ｓ
で
公

開
し
た

型
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ

ビ
を
３
月
に
北
米
で
発
売
す

る
。
か
つ
て
は
日
本
勢
の
は

る
か
後
方
に
位
置
し
た
中
国

勢
も
存
在
感
を
増
す
。
ハ
イ

セ
ン
ス
や
Ｔ
Ｃ
Ｌ
も
４
Ｋ
対

応
テ
レ
ビ
の
開
発
を
加
速
。

日
本
メ
ー
カ
ー
の
関
係
者
は

「
ま
だ
ま
だ
差
は
あ
る
が
、

急
激
に
追
い
上
げ
て
き
て
い

る
」
と
述
べ
る
。

　
競
争
は
激
し
さ
を
増
す

が
、
最
大
の
懸
念
は
「
４

Ｋ
」
そ
の
も
の
が
消
費
者
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
い
う

問
題
だ
。
東
芝
は
「
１
イ
ン

チ
１
万
円
以
下
」
の
４
Ｋ
対

応
テ
レ
ビ
を

型
と

型
で

発
売
予
定
。
た
だ
、
既
存
の

液
晶
テ
レ
ビ
が

型
台
で
十

数
万
円
の
中
、
ど
こ
ま
で
需

要
を
喚
起
で
き
る
の
か
。
日

本
勢
が
起
死
回
生
を
狙
う

「
４
Ｋ
」
の
取
り
組
み
の
成

否
は
市
場
づ
く
り
に
か
か
っ

て
い
る
。

　
電
子
機
器
の
目
と
呼
ば

れ
、
撮
影
し
た
画
像
を
読
み

取
る
役
割
を
果
た
す
イ
メ
ー

ジ
セ
ン
サ
ー

撮
像
素
子
。

日
本
の
半
導
体
産
業
は
活
力

を
失
っ
て
久
し
い
が
、
同
分

野
は
海
外
勢
を
相
手
に
互
角

以
上
の
戦
い
を
演
じ
る
。

　
日
本
の
半
導
体
産
業
の
停

滞
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
相
補

型
金
属
酸
化
膜
半
導
体

Ｃ

Ｍ
Ｏ
Ｓ

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ

ー
は
む
し
ろ
シ
ェ
ア
を
高
め

て
い
る
。
中
で
も
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
の
が
ソ
ニ
ー

だ
。
２
０
０
５
年
時
点
で
は

一
ケ
タ
台
の
売
上
高
シ
ェ
ア

だ
っ
た
が
、

年
は
３
割
超

を
握
り
世
界
首
位
の
座
に
あ

る
。

　
業
務
用
、
民
生
用
カ
メ
ラ

に
加
え
、
社
内
外
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電

話

向
け
の
供
給
が
急
増
し

て
い
る
。
高
付
加
価
値
に
こ

だ
わ
っ
た
こ
と
に
加
え
「
数

多
く
の
最
終
機
器
を
抱
え
消

費
者
の
要
望
を
常
に
く
み
取

っ
て
き
た

同
社

こ
と
が

競
争
力
の
源
泉
と
い
え
る
。

　
市
場
で
は
東
芝
も
事
業
を

拡
大
。
車
載
、
監
視
カ
メ
ラ

分
野
向
け
で

年
に
本
格
参

入
し
、

年
に
は
同
分
野
で

％
の
シ
ェ
ア
を
目
指
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
は
組

み
込
む
機
器
ご
と
に
多
様
な

要
望
が
あ
り
、
製
造
工
程
に

つ
い
て
も
作
り
込
み
の
領
域

が
多
い
。
こ
う
し
た
点
が
日

本
メ
ー
カ
ー
の
強
み
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

る
。
た
だ
、
半
導
体
は
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
ー

日
用
品

化

が
避
け
ら
れ
な
い
。
か
つ
て

先
行
し
た
日
本
勢
が
量
産
規

模
で
負
け
、
市
場
か
ら
脱
落

し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ

れ
は
明
ら
か
だ
。

　
国
内
メ
ー
カ
ー
は
半
導
体

専
業
で
は
な
い
利
点
を
生
か

し
、
機
器
と
セ
ン
サ
ー
の
開

発
の
両
輪
を
回
し
て
い
く
こ

と
や
新
た
な
応
用
機
器
に
展

開
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
。

ソ
ニ
ー
は
肌
の
き
め
細
か
さ

や
、
し
み
の
有
無
を
イ
メ
ー

ジ
セ
ン
サ
ー
を
使
い
瞬
時
に

測
定
す
る
機
器
を
開
発
。
化

粧
業
界
と
い
う
新
た
な
市
場

の
創
出
に
乗
り
出
し
て
い

る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 １月３１日 木曜日 　　


